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J 水相 文 /
(a) 油相 (b)
Fig.6 界面における界面活性剤の吸着状態予想図
の界面への吸着を阻害していると思われる(Fig.6-b)｡す
なわち､調製過程o/Wエマルション界面にsDSが優先
吸着L poly(E-MA)の吸着場がなくなると推測される｡
さらに､sDS濃度を増加させた溶液では所定反応時間
経過後マイクロカプセルの生成は一切認められず､反応
後の溶液を静置すると油水分離した｡このことからsDS
は架橋尿素ホルムアルデヒド樹脂マイクロカプセル調
製過程の油水界面に優先吸着L poly(E-MA)の界面への
吸着を阻害していると思われる｡
3.2小粒径マイクロカプセル
ホモジナイザーの捜拝により生成した､約 10Lmの
粒径の0/W エマルションを使用しマイクロカプセルの
調製を試みた結果得られたマイクロカプセルのSEM写
真をFig.7に示す｡sEM写真より､高分子界面活性剤
poly(E-MA)を使用した場合は､相分離法により小粒径
(約 10〝m)のマイクロカプセルを調製することができ
たC
4 岩 音
架橋尿素樹脂マイクロカプセルの相分離法による調
製において､高分子界面活性剤 poly(E-MA)はその必要
最低濃度が臨界ミセル濃度以上であった｡また,SDS
を併用したときにマイクロカプセル膜に形成異常が生
じた｡以上の結果からpoly(E-MA)は調製過程o/W 界面
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上に吸着し架橋尿素樹脂膜が形成する足場になってい
ると考えられる｡さらに､相分離法による架橋尿素樹脂
マイクロカプセル調製において調製過程で 0/W エマル
ション生成時にホモジナイザーで強力に分散させるこ
Fig.7 ホモジナイザー使用による
小粒径マイクロカプセルのSEM写真
とで約 10〟mの粒径に調整することで､マイクロカプ
セル化インクとして使用するための約 10ノ⊥m程度のカ
プセルを調製することができた｡
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